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審査結果の要旨 
 チュニジアは近年民主化を遂げた北アフリカに位置するアラブの国であるが、文化
的、宗教的、経済的な社会背景から、障害のある人に対する意識や対応、施策などが欧米
や日本などの先進国とは大きく異なっている。本論文は、そうした実情を踏まえ、視覚障
害者を事例として、障害のある人を社会が包摂するように啓発するワークショップのデ
ザイン方法について論じたものである。 
既存研究と現況についての調査を基に、障害者に対する関心を高めることが障害者差
別の解消やユニバーサルな社会づくりの出発点となると仮定し、日本およびチュニジア
における現状と国民の意識調査を実施した。両国におけるそれぞれ約 300 名を対象に、
用語の理解、アクセシビリティに対する認識、住宅や職場のアクセシビリティに対する関
心度、などについての比較検討を行った。 
障害に対する理解度を深める方策として、視覚障害体験と暗闇体験および、晴眼児と視
覚障害児が一緒に参加できるアクティビティ（ゲーム）を、在チュニジア国連人権事務所
の協力を得てチュニジアで実施し、それぞれの手法について比較検討を行った。これらの
実験には 120名（暗闇体験は 90名）の児童が参加し、各ワークショップに対してフィー
ドバックを行った。その結果、一緒に参加し競い合うゲームにおいて、視覚障害児の社会
統合を促進する良好な結果を生み、障害に対する理解を深める効果もみられた。視覚障害
に対する理解を促すと世界的に高く評価されているダイアログ・イン・ザ・ダークのよう
な暗闇体験は、暗闇に対する潜在的な恐怖や文化的な問題から参加を拒否する家族が存
在し、実施が容易では無いことが明らかとなった。 
マイノリティに対しても権利を認め、等しく社会参加が可能なようになっていること
が熟成した民主社会の条件であるが、近年民主化を成し遂げた国々ではそこまで至って
はいない。チュニジアにおける今回の実験は、同様の状況下にある他のアラブ諸国におい
ても適用できる可能性があり、著者が言及しているように、スポーツなどにも応用できる
と期待できる。 
平成 29 年 2 月 20 日、芸術工学研究科において本論文の専門委員が全員出席のもとに
最終試験を行い、論文の内容について説明を求め、関連事項についての質疑応答を行っ
た。 
その結果、委員全員による合議の結果、合格と判定された。 
よって、Sami Ben Fradj君は博士（芸術工学）の学位を受けるのに十分な資格を有する
ものと認める。 
 
 
